
市政だより

市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催

問
秘
書
広
報
室
☎ 

32 - 

２
０
２
９

住民自治協議会事業の取り組み地域が決定
問協働推進室☎32-2032

第６回
と　き　５月 24日㈮
テーマ　古里津山に誇り
　　　　と愛着を

光岡 宏文さん(国分寺)
村上 雅人さん(東新町)
長谷川 毅さん(田町)
河原 淳さん(二宮)
西口 元庸さん(美作市)
土居 大介さん(吹屋町)

１．食品の購入
　○消費・賞味期限が過ぎていないかを確認する
２．食品の保存
○常温に放置せず、すぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れる
○肉や魚などは水分が漏れないように、袋や容器に
入れて保存する
○冷蔵庫に食品を入れ過ぎないようにする

３．下準備
○手をよく洗ってから、清潔な調理器具を使う
○野菜などはよく洗ってから使う

４．調理
○下準備で使ったものを片付けてから行う
○卵は使う直前に冷蔵庫から出し、すぐに調理する
○加熱調理する食品は、中心部まで十分に加熱する

５．食事
○手をよく洗ってから、清潔な食器に盛り付ける
○調理後は、早めに食べる
○生ものは冷蔵庫から出したら早めに食べる

６．残った食事
○清潔な容器に小分けして、冷蔵庫で保存する
○再加熱する時も、中心部まで十分に加熱する

　不燃ごみ収集車両で火災が発生しました。原
因は、スプレー缶（化粧品含む）などから漏れ
たガスだと考えられます。
　スプレー缶やカセットボンベは必ず、中身を
使い切ってから、資源ごみ（缶）として、資源
回収日に出してください。

　ごみ収集車に中身が残ったままのスプレー缶
やカセットボンベなどが混入すると、缶からガ
スが漏れ、金属の接触などで発生する火花から
引火して、ごみ収集車の火災事故につながりま
す。

　市では、｢津山駅周辺整備計画」を作成し、津山駅
周辺の課題を総合的に解決するため整備を行います。
　これにより、公共交通機関の乗り換えの利便性や自
転車・歩行者交通の安全性を向上させ、居心地の良い
空間や眺めを整備します。
　平成25年度は、測量や調査、実施設計に着手し、平
成28年度末の完成を目標としています。また、国道53
号も駅整備と併せて、歩道整備工事を行う予定です。

※計画書は、市ホームページで公表しています
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高田

主な取り組み
アヒル農法による有機無農薬米栽培
消防団による消火訓練の実施など安心安全な地
域づくり活動
地域広報紙「ふるさと」の発行
広戸仙ふれあい登山大会
独居高齢者宅の訪問や消火器具点検
都市住民を対象に農業体験などを行う「高倉体
験ツアー」
地域の歴史を学びながら住民同士の交流を深め
る「わくわく歴史さんぽ」

未定

新規／継続

継続

新規

地域名

院庄958-1

種別
(地目)
土地
（宅地）

地積
（公簿）

2‚070.62㎡

売払価格

2,878万2千円

所在地

申込期間　８月１日㈭～平成26年７月31日㈭の
　執務時間内
申込場所　財政課
※申し込み方法など、詳しくはお問い合わせく
　ださい

対象物件

国道17
9号

院庄交差点

滑川

中国自動車道
院庄 IC

院庄小学校

院庄公民館
院庄北分館

　次の市有財産を先着順で売り払います。

食中毒を予防する６つのポイント
問健康増進課☎32-2069

ごみ収集車火災発生！
問環境事業所☎22-8255

津山駅周辺整備計画を作成しました
問都市計画課☎32-2096

市有地の売り払い(先着順)
問財政課（市役所６階）☎32-2021

参
加
者

　住民自治協議会は、地域の各種団体などが連携し、地域のニーズや問題を解決するために活動しています。
　これまで取り組んできた地域では「高齢者の見守り」や「特産品づくり」｢地域内外の交流事業」など、地域
の実情に合った事業を実施しています。今年度は、新たに１地域が加わり８地域が取り組むことになります。

　住民自治協議会は、住民が主体となって地域の抱える課題を話し合い、解決するため、小学校区または連合
町内会を支部単位として、55歳以上人口の割合が50％を超える集落や町内会を含む地域で設立できます。

※この事業に取り組みたい地域は、お問い合わせください

高倉体験ツアー（しめ縄作り)

住民自治協議会実施地域と主な取り組み
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